	シナリオ演習３：コーディネーター業務・判定実施本部業務
【１】判定実施の準備から判定結果の集計・報告まで
【２】判定実施本部の解散

	演習項目：「建築物応急危険度判定行動マニュアル」
【１】Ｐ１５～２１　Ⅳ　コーディネーター業務マニュアル

１．判定実施の準備

２．判定士等の受入れ準備

３．判定士の受付

４．判定実施チーム及び班の編成

５．判定資機材の配布

６．判定作業の説明

７．判定業務の実施
８．判定業務の終了
９．判定結果の取りまとめ・報告
Ｐ１４　Ⅲ　判定実施本部業務マニュアル

１０．判定結果の集計・報告等

【２】Ｐ１４　Ⅲ　判定実施本部業務マニュアル

１１．判定実施本部の解散

	演習目的と内容
【１】①チーム毎の判定結果報告を受け判定結果を集計する。
②日毎の判定終了後における、実施本部業務の内容を把握する。

・コーディネーターからの報告を受け、判定結果を集計する。

【２】①全判定終了後における、実施本部業務の内容を把握する。

・伝達シナリオにより、判定実施本部の解散日の流れを把握する。

	設定日時：【１】判定士受け入れ前日及び各判定活動日終了時
【２】判定実施本部の解散日
設定場所：判定実施本部内


【手元に準備するもの】

①シナリオ演習３資料（Ｐ４－２、Ｐ４－１０）
（Ｐ４－１０は伝達シナリオ）
②判定街区マップ＜各班配布＞
③判定結果集計表（チーム）（様式７）＜各班配布＞
④判定結果集計表（班）（様式８）＜各班配布＞
⑤判定結果集計表（地図番号毎）（様式９）＜各班配布＞

⑥判定結果集計報告書（日毎用）（様式10）＜各班配布＞
⑦伝紙１１～１３＜各班配布＞
【演習手順】

○伝紙１１及び１２は実施本部長の手元、伝紙１３はアドバイザーの手元に置く。
【１】
①判定士は、判定街区マップに記載してある調査棟数を読み、判定結果集計表（チーム）（様式7）に記入する。
②コーディネーター係は、判定結果集計表（チーム）（様式7）の記入内容を、判定結果集計表（班）（様式８）に転記し、転記した内容や記入済みの他の判定結果から班別合計を計算して記入。（様式８を完成させる。）
③情報統計係を中心として、判定結果集計表（班）（様式８）の内容に基づき、判定結果集計表（地図番号毎）（様式９）を作成する。続けて、判定結果集計表（地図番号毎）（様式９）の内容に基づき、判定結果集計報告書（様式１０）を作成する。
④伝達シナリオ（番号１～３）に従って、進行役より説明。
【２】
①伝達シナリオ（番号４～５）に従って、進行役より説明。
【ポイント】
【１】①迅速かつ正確な集計作業が重要である。
②特に注意を要する被災建築物等の状況協議、現地再調査の検討を行う。

③特に危険と判定された建築物は、市災害対策本部と協議し、了解のうえ、立ち入り禁止ロープの設置、使用禁止の標識設置等を行う。

【２】①判定実施終了に際しては、市災害対策本部は、県災害対策本部長に対して、判定結果報告、終了の連絡を行う。
②判定実施本部は、市災害対策本部長の指示をもって解散する。

【資料】

・判定街区マップ





・・・Ｐ４－２、３
・判定結果集計表（チーム）（様式７）


・・・Ｐ４－４、５
・判定結果集計表（班）（様式８）


・・・Ｐ４－６、７
・判定結果集計表（地図番号毎）（様式９）

・・・Ｐ４－８
・判定結果集計報告書（様式１０）


・・・Ｐ４－９
・伝達シナリオ（演習３）



・・・Ｐ４－１０


資料４
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